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第1章　理論編

○教師の言葉かけ
　学習場面に応じた様々な言葉かけが考えられます。具体的に、以下に 3つの例を示します。

 ・「リズムに乗って心が弾むような運動を行うこと」を例にリズム
に乗って、心が弾むような動作で動いているときに、「軽快に弾ん
でリズムに乗ると、心と体にどんな変化がありましたか」「リズム
に乗って動くときと、リズムが感じられない動きをするときでは、
心や体の変化に違いがありますか」などと、リズムに乗って動く前
と動いた後の心や体の比較をさせたり、リズムに乗ったときの心や
体の変化を聞いたりすることができます。
　軽快になったよ。心と体はつながっているね」「リズムに乗って、
一人が楽しくなると、その楽しさは他の人にも伝わったように感じ

られるよ。自分の心は友達の心にもつながるよ」などと、教師が言葉をかけて、心と体の変化に目
が向くようにすることもできます。
　
　 ・「ペアでストレッチングをしたり緊張を解いて脱力したりする運動を行うこと」を例にペアで
ストレッチをする際、教師がどのような言葉をかけて運動させるかによって、何を学ぶことがで
きるかが変わってきます。

　「人の体に触れるとどんな気持ちになりますか」「体の力を抜い
てみると、いつもと違う感覚がありませんか」などと友達と触れ
合ったときや脱力したときに感じたことを問いかけることができ
ます。
　言葉で引き出せないときは、「体の柔らかさ、硬さは人によっ
て違いがあるね。」「人の体に触れると、心がつながっているよう

な安心感があるね。」などと学ばせたいことを確かめることもできます。

　 ・「のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行うこと」を例に用具を用いて、人と人が引
っ張り合うような動きをしているときに、「相手のバランスを崩
そうとしているとき、何か感じたことはありますか」と問いかけ
ることが考えられます。
　また、「姿勢を低くして踏ん張ると体が安定するね。」「腕と脚
の動きが関連して体のバランスが保たれているんだよ。」と学ば
せたいことを確かめ合うことが考えられます。

○運動の取り上げ方
　こうした指導以外に、対象学年に応じた交流の仕方を工夫できるようにすることが考えられます。
この時期の「交流」では、仲間と豊かにかかわる楽しさを体験し、仲間のよさを認め合うことや、
仲間と協力したり助け合ったりすることによって、楽しさと心地よさが増すことが感じられるよう
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第2節　「体つくり運動」の具体的な指導内容

第
2
節

【行い方の例】




